
APAIE2025 デリー大会
《STUDY IN JAPAN ⽇本合同ブース》

回答 ：ブース出展 12団体中 12団体 (回答率 : 100％)
：資料出展 03団体中 03団体 (回答率 : 100％)

W E B 公 開

◎大会終了後 (2025年05月)にWEBアンケートを実施。
◎実際に参加された教職員の方に回答を依頼。

出展団体・資料参加団体アンケート集計結果



ブース出展 12団体
アンケート集計結果
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1. 出展理由（複数選択可）

APAIE2025デリー大会に出展した理由を教えてください。

回答数=12
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1

3

10(83.3%)

8(66.7%)

6(50.0%)

6(50.0%)

3(25.0%)

3(25.0%)

2(16.7%)

2(16.7%)

2(16.7%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0 5 10

既存提携校との交流・打ち合わせ

APAIEは世界中、特にアジア・環太平洋地域から多くの大学・教育機関の担…

開催場所がインドであること（インドの大学の参加が多いと期待した為）

協定校を増やすなど新規開拓のため

出展することで大学・機関のブランド力を上げる、プレゼンスを示すため

国内大学とのネットワーキングの強化

広報したい新規のプログラム・プロジェクトがあった

セッション参加等で世界各地の最新動向の情報収集をするため

人材育成（スタッフ研修）のため

文科省から参加の呼びかけがあった (大学の世界展開力強化事業など)

その他

APAIEは世界中、特にアジア・環太平洋地域から多くの大学・教育機関の
担当者が参加し、短期間で効率的に打合せができるから



ブース対応の出展参加者についてお伺いいたします。
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2

2-1. 出展者カテゴリー（複数選択可）
回答数=12

2-2. 出展者選出の基準（複数選択可） 回答数=12

4

※複数回答可としていたが、単一回答のみのため円グラフにて集計

10(83.3%)

6(50.0%)

4(33.3%)

3(25.0%)

3(25.0%)

3(25.0%)

2(16.7%)

2(16.7%)

1(8.3%)

0 5 10

国際関連業務の経験、スキルが一定レベルある方

学内の組織や制度についての知識が一定レベル以上ある方

業務のスケジュール上で出張可能な者

APAIE年次大会の参加経験・知識がある方

アジア地域の担当者

広報したいプログラム・プロジェクトの担当者

国際関連部署の「決定権」のある方

新人・あるいは経験が浅いスタッフの方(研修として)

その他

 学生派遣・留学生受入担当部署の教職員※その他（1）

教員のみ
1

7.7%
職員のみ

3
23.1%

教員+職員
7

53.8%

プロジェクト
メンバー

2
15.4%



対面の大会では、事前のアポイント無しブース訪問が生まれやすいと思います。
貴学ブースでも「飛び入りの打合せ」がありましたか。
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3-1. 飛び入りの打合せ件数（単一選択）
回答数=12

3-2. 打合せのきっかけ（複数選択可） 回答数=10

5

11件以上
5

41.7%

6－10件
3

25.0%

1－5件
2

16.7%

なかった
2

16.7%

あった
10

83.3％

8(80.0%)

6(60.0%)

4(40.0%)

1(10.0%)

0 5 10

自分たちのブース資料に関心をもたれたところから話が進んだ

向こうから積極的にアプローチがあった

Information(JAFSA)ブースからの案内

会場内で通りすがりの方にこちらから声をかけた



既存の協定校とは、どのような打合せをされましたか。
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4. 既存協定校との打合せ内容（複数選択可） 回答数=12

6

 新しい短期派遣プログラムの紹介
 高等教育機関ではないので、「協定校」はなし。

 打ち合わせはなかったです※その他（3）

10(83.3%)

7(58.3%)

2(16.7%)

3(25.0%)

0 5 10

Update/情報交換（特定の問題はないが、対面コミュニケーションを重視）

解決を求める特定の事項に関する話し合い

担当者変更に伴う顔合せや引継ぎ

その他



出展した成果について教えてください。
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5-1. 出展成果（複数選択可） 回答数=12

7

7(58.3%)

7(58.3%)

7(58.3%)

6(50.0%)

2(16.7%)

2(16.7%)

0(0.0%)

0 5 10

新規協定校(候補含む)が増えた

既存の協定校とのメンテナンスが効率的にできた

国際教育交流関連の情報収集に役⽴った

プログラム、プロジェクトの広報の良い場となった

大学・機関のブランド力が増した、プレゼンスが示せた

人材育成(研修)に役⽴った

その他



5-2. 成果の具体的な内容（自由記述）

出展した成果について教えてください。
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回答数=7

 協定校候補になりそうな大学と繋がりができた。

 インドの大学との関わり方を模索しており、大学の情報を得るいい機会に
なった。短期派遣プログラムの構成において、国内大学職員から知見を得る
ことができた。

 １．協定締結に向けて活発にやり取りしている候補校が複数校存在する。
２．国際教育のトレンドについて情報収集ができ、帰国後報告を行い今後学
内のFDに繋がる可能性が生まれた。
３．今まで提携の少なかったインド地域の情報収集および提携の可能性が生
まれた。

8

 これまでAPAIE・NAFSAで出展されなかったブータンやスリランカ
の学校機関と情報交換ができた。

 「大学の世界展開力強化事業～グローバルサウスの国々との大学間
交流形成支援」の申請に向けて、協定校候補となるインドの大学を
訪問することができた。
海外の大学担当者との意見交換の中で、英語で学位が取得できる学
士課程及び修士課程のプログラムのニーズを肌で感じることができ
た。

 想定していたよりも様々な大学から協定の申し込みがあり、本学の
潜在的需要の高さを再認識出来た。

 新規協定校案件が2件発生した。



単独ブース(1大学のみで出展)でなく、
「⽇本合同ブース」で出展するメリットをどこに強く感じますか。
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6. 「⽇本合同ブース」出展のメリット（3つまで選択可） 回答数=12

9

8(66.7%)

7(58.3%)

7(58.3%)

5(41.7%)

5(41.7%)

4(33.3%)

0(0.0%)

0 5 10

⽇本合同ブースは会場内で目⽴つ位置、人通りの良い場所にブースが構えられる

まとまって出展することで、会場内で存在感が増す

シェアブースでの出展も可能なため、費⽤負担が抑えられる

広く「⽇本」に関心がある人を引き寄せるので、新規開拓のチャンスがある

国内大学同士でもネットワーキングができる

STUDY in JAPANとしての宣伝や統一装飾など、抑えた費⽤で広報が効果的に行える

その他



APAIE2025デリー大会に
参加された感想や出展に関するご意見などをお聞かせください。
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9. APAIE2025の感想・意見（自由記述・抜粋）

10

 本大会ではインドの土地の雰囲気に限らず、諸外国の興味関心・⽇本の需要等の情報を得ることができました。また、国内にいても中々交流
することができない国内大学の国際担当者と事務的な話をすることができ、本学の国際化においても新たな可能性を感じました。
ブース出展においては、JAFSAの方々に手配していただいたため参加準備から大会終了までスムーズに遂行することができ、大変ありがた
く感じております。Study in Japanブースに出展することで他大学とも気軽に交流することができ、更なる情報収集に繋がりました。

 ⽇本パビリオンは、桜の装飾とパビリオンを囲むトップの「和」を強調したデザインも目⽴って足を止める来場者が多く、素晴らしかったと
思います。ただ、打ち合わせ等で長い時間無人のブースが散見され、少し閑散とした印象を出していた気がします。また、紙ベースの資料は
敬遠される傾向があり（紙資料をお渡ししても写メをとって置いていかれる人多数）、印刷をやめて、QRコードの表示で事足りるのではと
いう印象を受けました（パビリオンの案内は除く）。

 ・ブース設置が遅延して⽇本ブースの前⽇準備が何もできなかったこと、キャンパスツアーの時間変更がありキャンセルせざるを得なかった
ことなど、大会主催者側の不備が多くあった。
・⽇本からの出展大学が少なかったのは残念であったが、逆に⽇本に興味ある大学から多くの飛込み訪問があった。

 アジア圏の大学及びアジア圏の国際交流協定に関心がある世界中の大学担当者と一度に会うことができるため、費⽤対効果が高い。APAIE
自体の参加大学だけでなく、ブース出展大学が事前にわかると、ミーティングのアポイントメントを⽴案しやすい。ブースを出展することで
自大学のプレゼンスが増すことのメリットを大いに感じたが、予算に制約があるため、ブース出展料が低価格だとより一層出展しやすい。



資料出展 3団体
アンケート集計結果
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1-1. 参加理由（複数選択可）

・APAIE2025デリー大会に資料参加した理由
・資料参加費⽤(8万円 ※送料込)について教えてください。

回答数=3
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1

12

1-2. 費⽤の感想（単一選択） 回答数=3

• 金額が高いと感じた 0.0%
• お値打ちな金額だと感じた 0.0%

2(66.7%)

2(66.7%)

1(33.3%)

1(33.3%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0 1 2 3

資料参加することで大学のブランド力をあげ
る、プレゼンスを示すため

大会が「インド」で開催するため

広報したいプロジェクトがあったため

本当は大学として⽇本合同ブースでブース出
展したかったが予算の都合等の理由で出展…

本当はスタッフが大会参加したかったが予算
の都合等の理由で参加できなかったため

その他

資料参加することで大学のブランド力をあげる、
プレゼンスを示すため

本当は大学として⽇本合同ブースでブース出展したかったが
予算の都合等の理由で出展できなかったため

本当はスタッフが大会参加したかったが予算の都合等の理由
で参加できなかったため

妥当な金額だと感じた
3

100.0%



APAIE2025デリー大会のあと、貴学へ問い合わせはありましたか
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2

2-1. 問い合わせの件数（単一選択）
回答数=3

2-2. 問い合わせの内容（複数選択可） 回答数=1

13

3-5件
1

33.3%

特になかった
2

66.7%

1(100.0%)

1(100.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0 1

資料参加時の資料や大学パンフレットを見てプロ…

協定を結びたいという積極的な問い合わせ

海外の大学ではなくagent・業者からの問い合わせ

英語プラグラムの有無に関する問い合わせ

その他

資料参加時の資料や大学パンフレットを見て
プログラム詳細に関する問い合わせ

• 1-2件 0.0%
• 6-9件 0.0%
• 10件以上 0.0％



資料参加した成果について教えてください。
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3

3. 参加の成果（複数選択可） 回答数=3

14

3(100.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0(0.0%)

0 1 2 3

プログラム、プロジェクトの広報の良い場となった

新規協定校(候補含む)が増えた

大学・機関のブランド力が増した、プレゼンスが示せた

資料参加した成果を感じなかった

その他



4-2. APAIE2026出展予定（単一選択） 回答数=3

※回答時点での予測、希望

・APAIE2025デリー大会資料参加の感想、改善点、ご意見など
・APAIE2026香港大会の参加予定 について教えてください。
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4

15

回答数=34-1. APAIE2025の感想・意見（自由記述）

 資料参加とともに、会場でどの大学が本学に興味があるのか教えていただくことが
できました。また、本学の強みも共有させていただくことができました。ご支援い
ただきまして、大変ありがたく存じております。

 国際化・展開に前向きな大学であることを示す意味がある反面、その後の交流につ
ながる具体的な連携の話までは至ることが少ないため情報提供の方法を考える必要
があるかもしれない。
APAIE、NAFSA、EAIE等の国際教育年次大会に初めて参加する大学は資料参加を
足がかりに大学のプレゼンスを向上させることが可能だが、数回出席の経験を経た
後は、直接、ポテンシャルパートナーになる大学に連絡して情報を交換する方がよ
いかもしれないと感じている。

 NAFSA2025大会では（JAFSAが）シェアーブース参加とのことでしたが、今後は
できればフルブースでご参加いただけると嬉しいです。
（※JAFSAがシェアブースのためNAFSA2025では資料参加募集を断念した）

資料参加する予定
1

33.3%

現段階では未定
2

66.7%

• 資料参加しない予定 0.0%
• ⽇本合同ブースでブース出展を検討したい 0.0%
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